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政策課題分野 Ⅲ

未来を担う人づくり

Ⅲ－1 社会で支える子育てのしくみづくり

子育て期に親世代と同居しない核家族や、働きながら子どもを育てる家庭が増える一方で、ひとり親家

庭も年々増加するなど、家族の形態も変化しています。

また、男女共同参画の進展などに伴い、個人の生き方や結婚、出産に関する考え方も多様化する中で、

少子化が急速に進行しており、子育てに対する支援の充実が必要になっています。

こうした中で、子どもを生み、育てることへの不安感や負担感を軽減し、子育てを地域で支援していく

体制づくりや、働く男女の子育てと仕事の両立を支える様々な保育サービスの充実が望まれています。

また、児童虐待の相談件数が高どまり傾向にあるなど、子育てに関する問題も複雑化、深刻化しており、

子どもの人権が守られる社会をめざした取組みが求められています。

●地域で子育てを支えるしくみづくり

身近な地域での子育て相談や一時的な保育の実施を支援するとともに、子育て家庭への理解と支援を

促進します。また、ひとり親家庭の自立支援を進めます。

●子どもの健やかな育ちを支える環境づくり

保育所待機児童の解消に向けた市町村の取組みを促進するため、保育所整備への支援を進めるととも

に、認定保育施設への支援を行います。様々な働き方に対応した保育ニーズに応えるため多様な保育サ

ービスを充実し、子育てと仕事の両立を支援します。

また、児童虐待の防止と早期発見や適切な対応ができるよう地域のネットワークの充実を促進すると

ともに、被虐待児童への専門的ケアに取り組んでいきます。

戦略プロジェクト

１３　子育てを地域で支えるしくみづくり

１４　保育サービスの充実

１５　児童虐待への総合的な対応

※　男女共同参画に対する施策の展開は、戦略プロジェクト「３８男女共同参画の推進」などにより取り組んでいきます。



実施計画

1３ 子育てを地域で支えるしくみづくり （福祉部）

〈現状と課題〉
・子育て不安や児童虐待は、だれもが陥ってしまう可能性があると思う人
の割合は７０．６％となっています。（県民ニーズ調査（２００２年度））

・少子化にはいろいろな問題が予想されることを広報すべきと思う人の割
合は６７．９％となっています。（県民ニーズ調査（２００２年度））

・近年、離婚が増加傾向にあります。
（１１，０５９件（１９９０年）→２０，１２４件（２００２年））

・母子家庭の年間平均所得は２２９万円となっています。（１９９８年）

〈めざすすがた〉
子育ての大切さ、大変さが十分理解されるとともに、子育ての豊かさを

感じることができるよう、すべての家庭での子育てを支援するしくみが整
っています。

〈目標〉

○子育て相談や親子同士の交流の場が身近にあり、気軽に利用できる環境整備

〈取り組む事業〉
身近な地域での子育て相談や緊急時の一時保育の場の提供を支援するとともに、広報・啓発や民間と協働・連携した

様々な取組みによりあらゆる子育て家庭への理解と支援が促進されるよう努めます。また、厳しい環境にあるひとり親
家庭の自立支援を進めます。

子育てサロン風景（平塚市子育て支援センター）
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２００４� ２００５� ２００６�

現状�
（２００３見込）�

年　度　別　目　標�
項　目�

地域の子育て支援事業の充実�
　子育ての相談や情報提供を受けたり親子が
気軽に交流できる場づくりや、子どもの一時
保育などを行う市町村を支援します。�
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子育てに関する理解の促進と子育て支援活動
の活性化�
　地域における子育て支援推進のための協議
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1４ 保育サービスの充実 （福祉部）

〈現状と課題〉
・少子化が進行しています。

（合計特殊出生率＊1 １９９０年神奈川県１．４５・全国１．５４
２００２年神奈川県１．２２・全国１．３２）

・保育所入所待機児童数（県所管域）は６７４人となっています。
（２００３年4月1日現在）

・子育て中の夫婦が共に働けるような環境の整備を望む人の割合は２７．４％
となっています。（県民ニーズ調査（２００２年度））

〈めざすすがた〉
子育てと仕事の両立を支援する様々な保育サービスが提供され、それぞ

れの児童が適切な保育を受けられ、働いている人も安心して子育てができ
るようになっています。

〈取り組む事業〉
待機児童の解消に向けた市町村の取組みを促進するため、保育所整備への支援を進めるとともに、一定基準を満たす

認定保育施設への支援を行います。また、様々な働き方に対応した多様な保育サービスの拡充を進めます。

保育所の保育風景
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〈目標〉

○県所管域（政令指定都市及び中核市を除く）の保育所などの定員増の数（単位：人）

実績（２００２）� 現状（２００３見込）� ２００４� ２００５� ２００６�
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保育所及び認定保育施設の２，５００人の定員増を図ります。
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現状�
（２００３見込）�

年　度　別　目　標�
項　目�

保育所整備の支援�
　社会福祉法人、企業、ＮＰＯ法人など多様
な主体による保育所の整備を支援します。�
�
多様な保育サービスの拡充�
　保護者の就労時間や就労形態の多様化に対
応するため、延長保育、休日保育、私立幼稚
園の預かり保育、放課後児童クラブなど多様
な保育サービスの拡充を支援します。�
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＊1 合計特殊出生率…一人の女性が生涯に平均して何人の子どもを産むかを示す数値
＊2 私設保育施設…主な施策・事業体系８３（１５１頁）を参照



実施計画

1５ 児童虐待への総合的な対応 （福祉部）

〈現状と課題〉
・児童虐待相談件数が高どまり傾向にあります。

（２０００年度５１９件　２００１年度８６５件　２００２年度８６２件（県所管域））
・児童養護施設（県所管域１６施設）入所児童に占める被虐待児童の割合が
6割を超えています。（２００２年１０月1日現在）

・被虐待児童などの専門的・個別的ケアの充実や児童相談所の専門的機能
の強化による再発防止、親子関係再構築のための支援が急がれています。

〈めざすすがた〉
児童虐待の防止や早期発見のためのしくみが身近な地域で整うとともに、

支援が必要な子どもや親に適切な援助が図られ、子どもの人権が守られて
います。

〈目標〉

○児童の権利侵害となる児童虐待の防止

〈取り組む事業〉
虐待など子どもの権利侵害の未然防止と早期発見や適切な対応のための啓発や相談、地域のネットワークの充実を図

るとともに、被虐待児童の健やかな育ちに向けた専門的・個別的ケアや問題を抱えた親子関係の再構築支援のための取
組みを進めます。

守っていきたい、子ども達の笑顔
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現状�
（２００３見込）�

年　度　別　目　標�
項　目�

虐待など子どもの権利侵害の未然防止、早期
発見・対応の充実�
　市町村主体の虐待防止ネットワークの設置
促進や、児童養護施設などに入所している児
童の権利擁護を定着させるためサービス評価
を実施します。�

児童養護施設などにおける専門的ケアの充実�
　被虐待児童などの専門的・個別的ケアの充
実のために、施設の個室化、小規模化、県立
施設の受入体制整備や専門里親などの拡充を
進めます。�
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虐待の再発防止、親子関係の再構築のための
支援�
　親子指導の充実を図るため、児童相談所の
専門機能を強化します。また、再発防止のた
めの家庭訪問による育児などの支援事業を行
う市町村を支援します。�

虐待防止ネットワーク
の設置 （県・市町村）�
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＊1 専門里親…家庭生活に恵まれない児童に家庭を提供する里親制度のうち、「専門里親」は3年以上の里親としての養育経験や児
童福祉事業従事経験を有する者が専門的な研修を受けた後認定され、虐待などにより心身に影響を受けた児童を養
育します。

＊2 課題別学習の促進…重度の虐待を受けるなどにより小学校での集団生活が困難な児童に対して、園内での訪問教育などを行い、
学校教育への適応と個別指導による学習の促進を図ります。




